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山口勝先生に捧げる

山口勝先生は大正13年2月10日鹿児島県日置郡東市

来町にて出生，来年63歳の誕生日を迎えられ，来る昭

和62年の春に九州大学を定年退識される予定でありま

す．

先生は昭和18年10月，九州帝国大学理学部地質学科

に入学し，杉健ー教授のもとで岩石学を専攻され，昭

和21年 9月卒業後，同年10月助手として採用され，同

39年助教授に昇任されました．その間，杉健一教授，

冨田達教授，種子田定勝教授を助け，岩石学の教育と

研究の発展に尽くされました．昭和55年に岩石学講座

担当教授に昇任され，現在に至っております．この間

約41年の永い間九州大学にあって，岩石学とその関連

分野，とくに地球年代学と同位体地学の分野の研究と

後進の指導，ならびに教室の発展に専念され，多くの

業績を残されました．

先生のこれまでの研究と業績は多岐にわたっていま

すが，おおよそ次の 3つの分野にまとめることができ

ます．その第 1は瀬戸内火山帯を主とする火山岩類に

関する研究で，特に小豆島の火山岩類に関する詳細な

岩石学的研究であります．本研究は今日の瀬戸内火山

岩類の研究に対して，大きな指針と進展の契機を与え

たものとして高く評価されています．第 2は火山岩類

に含まれる超塩基性捕獲岩に関する研究であります．

先生は各地の超塩基性捕獲岩を詳細に検討された結果，

これらの捕獲岩の成因は強く剪断変形をうけたマント

ルに由来することを明らかにされました．これらの成

果はマントルに関する研究の先駆的業績として評価さ

れています．第 3は地球年代学・同位体地学の分野で

の活躍であります．飛弾変成岩をはじめとする変成史

の解明や，海嶺玄武岩などの鉛・ストロンチウム同位

体組成の研究などは，特筆すべき研究成果の 1つであ

り， 日本の学界ではもちろん国際的にも高く評価され

ています．

先生は1964年に米国のカーネギー研究所地磁気部，

1974年にはカナダのブリティッシュコロンビア大学に

留学され，地球年代学・同位体地学に関する研究を進

展させるとともに，国際的学術交流にも大いに寄与さ

れました．また，国内においては，この方面の研究を

発展させるための研究方法ならびに技術開発の面でも

大きく貢献されております．

1982年日光市で開催された地球・宇宙年代学国際会

議では，組織委員を務められ，その成功へ大きく貢献

されました．さらに，国際地学連合の地球年代学小委

員会の委員及び同国内委員会の委員長を務められてお

ります．

一方，学内においては教養部審議会，入学試験出題，

採点委員，公開講座委員会，中央計数施設運営委員会

などの委員や代表委員を務められ，大学の管理運営と

発展に寄与されました．また，九州大学農学部，同教

養部，佐賀大学，福岡教育大学，高知大学，広島大学

及び九州大学地熱エネルギー研修コース等の講師とし

て多くの学生の教育と指導に尽力してこられました．

先生は元来，温厚篤実で地味な性格であられます．

その影響は教育および研究面にもあらわれていると思

われます．着実なデータの積み重ねを大切にされ，正

確な実験と信頼性の高い測定結果を重視され，学生，

院生にも厳格に指導されてこられました．そのために

自ら実験設備や器具の開発，改良，工夫されることが

多く， しばしば作業服姿の先生を実験室でみることが

多かったように思われます．先生が今後もますます御

健勝で，後進の私どもを御指導・御鞭撻下さいますよ

うお願いしてやみません．

昭和61年10月31日

九州大学理学部地質学教室

廣渡文利

外ー同

山口勝教授略歴

大正13年2月10日 鹿児島県に生まれる

学歴・資格

昭和18年9月 熊本高等工業学校採鉱学科卒業

// 21年9月 九州帝国大学理学部地質学科卒業

// 37年3月 理学博士（主論文 PetrogenicSig-

nificance of Ultra basic Inclusions 

in Basaltic Rocks from South-

west Japan) 

職歴・併任

昭和21年10月 九州帝国大学理学部助手

// 22年 1月～23年10月 九州帝国大学農学部地質

学実験指導嘱託

// 33年4月～36年3月 九州大学農学部講師（併

任）
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39年6月 九州大学理学部助教授・九州大学大

学院理学研究科担当

39年8月～40年9月 アメリカ・カーネギー研

究所地磁気部研究員

41年5月～43年3月 佐賀大学教養部講師（併

42年4月～42年11月

46年4月～48年9月

49年7月～50年4月

51年9月～52年3月

52年4月～53年3月

任）

九州大学教養部講師（併

任）

福岡教育大学講師（併任）

カナダ・ブリティッシュ

コロンビヤ大学訪門準教

授（地球物理・天文学教

室勤務）

福岡教育大学講師（併任）

九州大学教養部講師（併

任）

55年11月 九州大学教授（理学部）岩石学講座

担当・同大学院理学研究科指導教官

56年 1月～56年3月 高知大学理学部講師（併

任）

56年4月～57年3月

62年3月 定年退職

広島大学理学部講師・同

大学院理学研究科担当

（併任）

嘱託・委員

大分県県勢振興審議会調査委員（昭和25年～26年）

佐賀県県勢振興審議会調査委員（昭和25年～26年）

国土調査•福岡県土地分類基本調査委員（昭和57年

~62年）

九州地方土木地質図作製委員会委員（昭和58年～62

年）

学会役員

日本学術会議地質学研究連絡委員会地質年代学国内

委員会委員（昭和40年～56年）

日本学術会議地質学研究連絡委員会地質年代学小委

員会委員長（昭和56年～）

第5回地質年代学・宇宙年代学・同位体地質学国際

会議組織委員会，実行委員会委員（昭和56年～57

年）

国際地質学連合地質年代学小委員会委員 (Inter-

national Union of Geological Sciences, Inter-

national Commission on Stratigraphy, Sub-

commission on Geochronology) (1981-) 
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山口勝 (Masaruy AMAGUCHI)著作目録

論文等

1. 1948:〔杉健一，種子田定勝と共著〕青野火山

群の地質並びに岩石．地質雑， 54, (635), 100. 

2. 1949:小豆島のサヌカイト類における注目すべ

き現象．地質雑， 55, (648), 148-149. 

3. 1950:小豆島・高松付近のサヌカイト類の特性．

地質雑， 56, (656), 274. 

4. 1950: 〔種子田定勝と共著〕青野火山群の地質

並びに岩石について．九大理研報〔地質〕， 2,

(2), 54-76. 

5. 1951:讃岐地方の所謂 “Sanukitoids" の研究

一其の一，小豆島皇踏山熔岩流について．九大

理研報〔地質〕， 3, (2), 105-126. 

6. 1951:小豆島の火山地質．地質雑， 58, (670), 

317. 

7. 1951:小豆島の火山層序．日本地質学会関西支

部会報，（13),7-9. 

8. 1952 :小豆島の火山活動．地質雑， 58, (682), 

267-268. 

9. 1953:〔富田達，笠間太郎，瀬野錦蔵と共著〕

地学よりみた別府．別府市， 1-55.

10. 1953:福岡県嘉穂郡竜王山付近の地質．地質雑，

59, (694), 361. 

11. 1954:岩石副成分鉱物のオートラヂオグラフィ

-． 日本地質学会西日本支部会報，（15),1. 

12. 1954:小豆島の玄武岩類と讃岐岩類の成因に関

する問題日本地質学会西日本支部会報，（15),

6. 

13. 1956:長崎県針尾島の讃岐岩と玄武岩（要旨）．

地質雑， 62, (730), 373. 

14. 1957:〔松本幡郎と共著〕大分県日田市南部松

原産含球安山岩．地質雑， 63, (742), 443. 

15. 1958: Petrography of the Otozan Flow on 

Shodo-shima Island, Seto-uchi Inland Sea, 

Japan. Mem. Fae. Sci., Kyushu Univ.,〔D〕，

Geol., 6, (3), 217-238. 

16. 1959:西南日本の玄武岩質岩中の超塩基性包有

物．地質雑， 65, (766), 452. 

17. 1960:カリウムーアルゴン法による年代測定ー

I.科学， 30, (9), 447-453. 

18. 1960:カリウムーアルゴン法による年代測定ー

II.科学， 30, (11), 581-585. 



19. 1961: Chrome-diopside in the Horoman and 

Higashi-Akaishi Peridotites, Japan. Mem. 

Fae. Sci., Kyushu Univ・，〔D〕Geol.10, (2), 

233-245. 

20. 1961: Alpha-activity of Zircon in Granite 

and Andesite from Southwest Japan 

measured with Nuclear Emulsion. Mem. 

Fae. Sci., Kyushu Univ・，〔D〕Geol.11, (1), 

49-59. 

21. 1961:大分県日田市南部松原産安山岩中のノジ

ュール．九大理研報（地質）， 5,(3), 149-164. 

22. 1964:単斜輝石の充填指数とその岩石学的意義．

地質雑， 70,(826), 385. 

23. 1964:サヌカイト類にかんする 2, 3の知見．

九大理研報〔地質〕， 9,(1), 143-146. 

24. 1964: Petrogenic Significance of Ultrabasic 

Inclusion in Basaltic Rocks from Southwest 

Japan. Mem. Fae. Sc£., Kyushu Univ., 

〔D〕， Geol.15, (1), 163-219. 

25. 1965: Potassium-rubidium studies of ul-

trabasic rocks in Japan. p. 293-296 in S. R. 

HART, L. T. ALDRICH, G. R. TILTON, G. L. 

DAVIS, T.E. KROGH and M. YAMAGUCHI 

(1965) Isotope Geology. Carnegie Institution 

Year Book. 64, 286-296. 

26. 1967:飛騨片麻岩の U-Pb,Rb-Sr法による年

代．地質雑， 73,(2), 71 

27. 1967:〔石橋澄と共著〕東赤石山超塩基性岩の

地球化学的性質地質雑， 73,(2), 93. 

28. 1968:〔WithT. MATSUMOTO, T. YANAGI, 

s. MATSUSHITA, I, HAYASE, K. ISHIZAKA, 
Y. KAWANO, and Y. UED幻 ThePrecam-

brian problem in younger orogenic zones : 

An example from Japan. Canadian Journal 

of Earth Sciences. 5, (3), 179-185. 

29. 1968:〔柳晦と共著〕宇奈月のいはゆるレプタ

イトの年代．地質雑， 74,(2), 91. 

30. 1968:〔柳晦と共著〕北中国五台地方の年代に

ついて．地質雑， 72,(2), 91-92. 

31. 1969:変成作用と地質年代の関係．地質雑， 75,

(2), 83. 

32. 1969:〔広渡文利と共著〕田口鉱山の吉村石お

よび共生鉱物の Rb-Sr年代．九大理研報〔地

質〕， 9,(1), 143-146. 

33. 1969:〔WithK. IsHIZAK幻 TheU-Th-Pb 

XV 

ages of sphene and zircon from the Hida 

metamorphic terrain, Japan. Earth Planet. 

Sci. Lett., 6, (3), 179-185. 

34. 1969:〔WithT. YANAGI and R. HAMAMOTO〕

Some technical aspects of rubidium-stron-

tium geochronology. Mem. Fae. Sci., 

Kyushu Univ・，〔D〕Geol.19. (3), 437-450. 

35. 1970:〔WithT. YANAGI) Geochronology of 

some metamorphic rocks in Japan. Eclog. 

Geol. Helvet., 63, (1), 371-388. 

36. 1970:〔WithT. YANAGりAgesof some 

Precambrian metamorphic rocks in North 

China. Mem. Fae. Sci. Kyushu Univ. 〔D〕，

20, (2), 177-189. 

37. 1970:アルプスの構造と地質年代測定．科学，

40, (10), 553-560. 

38. 1971:〔WithT. YANAGI and T. NozAwA〕

Rb-Sr whole rock ages of the granite of 

Minami-osumi and Amami-oshima, south-

west Japan. Mem. Fae. Sci., Kyushu Univ., 

〔D〕， Geol.21, (11),163-175. 

39. 197:〔浜本礼子，柳晦と共著〕根室半島のアル

カリ岩の Rb-Sr年代．九大理研報〔地質〕， 10,

(3), 247-251. 

40. 1972:〔内藤統広，柳睦と共著〕九大に新設し

た JMS-05RB型質量分析計． 日本質量分析学

会同位体比部会（東海村原研）要旨集， 4.

41. 1976:〔茂野博と共著〕柳井地方の領家帯にお

ける変成作用・深成作用の Sr同位体比および

Rb, Sr含有量による研究．地質雑， 82,(11), 

687-698. 

42. 1967:太西洋中央海嶺 DSDP• Leg37の火成

岩とそのストロンチウム，鉛同位体比． 日本地

質学会83年大会要旨． 247.

43. 1977: DSDP. Leg37玄武岩類の Pb, Sr同

位体比．質量分析， 24,特集号， 2-3.

44. 1977:〔大島恒彦と共著〕四国東赤石山超塩基

性岩体の岩相変化． 九大理研報〔地質〕， 12, 

(3), 255-262. 

45. 1977:〔WithR. L. ARMSTRONG, R. D. Russ 

ELL, and W. F. SLAwso幻 Strontiumand 

lead isotopic invesigation of igneous rocks 

from the Mid-Atlantic Ridge, DSDP, Leg 

37. Initial Report of the Deep Sea Drilling 

Project. 37, 613-616. 
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46. 1977:〔WithR. D. RUSSELL and W. F. 

SLAWSO幻 Concentrationand composition 

of lead in DSDP Leg 37 cores. Canadian 

Journal of Earth Sciences. 14, (4-2), 785-

786. 

47. 1978: A multi-stage evolution model in-

terpretiaton of the mantle by lead and 

strontium isotopic composition in basaltic 

rocks. Short papers of the Fourth Inter-

national Conference, Geochronology, Cosmo— 
chronology and Isotope Geology 1978. ZART-

MAN, R. E.(Ed). U. S. Geological Survey 

Open-File Report 78-701, 462-464. 

48. 1979: PbとSrの同位体比からみたマントル

の多段階進化モデルの問題．日本列島構成の同

位体地球科学， （山口勝編）昭和53年度総研

(A)報告書， 15-17.

49. 1979:〔南新真裕，柳晦と共著〕四国中央部三

波川変成岩の Rb-Sr全岩年代． 日本列島構成

の同位体地球科学，同上， 68-71.

50. 1980:ジルコン，スフェンの Pb同位体比初期

値と Pb,Sr同位体比からみた飛騨片麻岩，花

岡岩の多段階進化過程．九大理研報〔地質〕，

13, (2), 173-190. 

51. 1982:〔WithY. KUBOTA〕Leadand S打o正

tium isotopic studies of basaltic rocks from 

Southwest Japan. Abstract, Fifth Inter-

national Conference on Geochronology, Cos-

mochronogy and Isotope Geology. 399-340. 

52. 1984:〔岡本康成，本間弘次と共著〕酸素同位

体比よりみた大崩山花岡岩類．日本地質学会91

年大会要旨， 410.

53. 1984:窃大赫，柳晦と共著〕多良岳火山岩マ

グマの分化系列について．日本地質学会91年大

会要旨， 374.

54. 1985:〔小形昌徳と共著〕佐賀県嬉野町にみら

れる復合溶岩流の産状．火山2集， 30(2), 98. 

55. 1985:〔岡本康成，本間弘次と共著〕大崩山花

岡岩体の Sr同位体比の変化．日本地質学会92

年大会要旨， 337.

56. 1985:〔中田節也，柳晦，前田俊一，方大赫と

共著〕けい光X線による珪酸塩岩石の主成分分

析．九大理研報〔地質〕， 14, (3), 103-115. 

57. 1986:〔南新真裕と共著〕変成作用の過程と変

成岩で測定される地質年代との対応一肥後変成

岩の例．九大理研報〔地質〕， 15, (1). 

B 調査報告・地質図等

1. 1954:筑後川上流堰堤予定地点地質調査報告書

その 2'大山川関係．建設省九州地方建設局，

1-9. 

2. 1954: 〔立岩巌ほかと共著〕 20万分の 1大分県

地質図．大分県．

3. 1954:〔木下亀城他12名と共著〕 10万分の 1佐

賀県地質図．佐賀県．

4. 1955:久世畑ダムサイト地質調査報告書．建設

省九州地方建設局， 1-9.

5. 1953:〔松本征夫と共著〕松原地質調査報告書．

建設省九州地方建設局． 1-13.

6. 1983: 20世紀科学者の群像（9）アーサー・ホ

ームズ．三省堂ぶっくれっと， No.43, 44-45. 

7. 1983:〔富田宰臣，下山正一，野井英明，亀山

徳彦と共著〕土地分類基本調査， 5万分の 1

「太宰府」表層地質図および説明書．福岡県，

34-41. 

8. 1984:〔富田宰臣，亀山徳彦，下山正一，首藤

次男と共著〕土地分類基本調査， 5万分の 1

「福岡」，「津屋崎」，「神湊」表層地質図および

説明書．福岡県， 33-57.

9. 1985:〔下山正一，亀山徳彦，西山忠男，富田

宰臣と共著〕土地分類基本調査， 5万分の 1

「前原」，「玄海島」表層地質図および説明書．

福岡県， 24-33.

10. 1986:〔富田宰臣，野井英明，瓜生英清と共著〕

土地分類基本調査， 5万分の 1「吉井」表層地

質図および説明書．福岡県， 28-36.

11. 1987:九州地方土木地質図編纂委員会〔勘米良

亀齢，首藤次男と共著〕 20万分の 1九州地方土

木地質図， 3葉．国土開発技術研究センター，

東京．

c 著書

1. 1987:九州地方土木地質図 (20万分の 1)解説

書（執筆分担）火山岩，深成岩，変成岩．国土

開発技術研究センター，東京．




